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◎ 議員はお中元やお歳暮も禁止されています。

　

生
産
農
家
の
育
成
支
援
を
畜
産
振
興
の
柱
と

　

す
る
必
要
性
が
あ
る
。
津
山
産
牛
の
ブ
ラ
ン

　

ド
化
を
図
る
た
め
、
畜
産
農
家
の
具
体
的
な

　

支
援
策
、
繁
殖
か
ら
肥
育
生
産
へ
の
方
向
性

　

は
？

答
弁
↓
津
山
産
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
た
め
、

　

先
進
地
の
視
察
、
畜
産
農
家
の
意
向
調
査
、

　

肥
育
候
補
地
等
の
検
討
を
し
て
き
た
。
具
体

　

的
な
支
援
は
、
繁
殖
雌
牛
を
対
象
に
、
優
良

　

な
仔
牛
を
生
産
す
る
た
め
の
補
助
事
業
を
実

　

施
し
て
い
る
。
今
後
は
、「
つ
や
ま
和
牛
振

　

興
協
議
会
」
に
お
い
て
、
ブ
ラ
ン
ド
化
に
向

　

け
た
定
義
を
協
議
し
、
肥
育
牛
増
頭
に
向
け

　

た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
。

質
問
↓
津
山
市
食

　

肉
処
理
セ
ン
タ

　

ー
は
、
事
務
事

　

業
再
点
検
外
部

　

評
価
委
員
会
が
、

　
「
廃
止
」
と
評

　

価
し
た
が
、
県

　

北
で
唯
一
の
食

　

肉
処
理
施
設
で

　

あ
り
、
津
山
産

　

和
牛
の
ブ
ラ
ン

　

ド
化
や
、
肥
育

作
州
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
食
肉
処
理
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

作
州
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
食
肉
処
理
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

中
島
完
一

　
　

津
山
誠
心
会
議

木
下
健
二

　

担
も
少
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
。
公
園
内

　

の
桜
の
補
植
に
財
源
問
題
が
あ
る
な
ら
ば
、

　

備
中
櫓
の
瓦
の
よ
う
に
寄
付
を
募
っ
て
は
ど

　

う
か
。
備
中
櫓
の
使
用
に
つ
い
て
、
も
っ
と

　

幅
広
く
市
民
に
提
供
で
き
な
い
か
。

答
弁
↓
鶴
山
公
園
は
市
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
り
、

　

公
園
全
体
の
景
観
復
元
計
画
を
今
年
度
策
定

　

し
た
。
整
備
を
進
め
て
い
く
上
で
財
源
確
保

　

が
必
要
で
あ
り
、
料
金
に
つ
い
て
も
協
議
、

　

調
整
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
桜
の
補
植
箇
所

　

は
公
園
全
体
で
百
本
前
後
と
考
え
て
い
る
。

　

備
中
櫓
は
、
往
時
の
工
法
で
復
元
さ
れ
た
た

　

め
、
建
築
基
準
法
の
適
用
除
外
の
指
定
を
受

　

け
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
見
学
以
外
の
使
用

　

が
で
き
な
い
。

質
問
↓
鶴
山
公

　

園
の
入
園
料

　

は
年
間
通
し

　

て
二
百
十
円

　

だ
が
、
入
園

　

者
の
多
い
四

　

月
と
十
一
月

　

は
四
百
円
、

　

あ
と
は
無
料

　

に
す
れ
ば
年

　

間
の
客
数
も

　

増
え
る
し
、

　

津
山
市
の
負

鶴
山
公
園
の
入
園
料
を
無
料
に
し
た
ら

鶴
山
公
園
の
入
園
料
を
無
料
に
し
た
ら

　
　
　

み
ど
り
の
会

民
主
党
の
請
願
一
元
化
へ
の
対
応
は

民
主
党
の
請
願
一
元
化
へ
の
対
応
は

風
車
建
設
の
資
材
搬
入
路
の
改
良
は

風
車
建
設
の
資
材
搬
入
路
の
改
良
は

質
問
↓
新
し
い

　

政
権
が
生
ま

　

れ
た
が
、
こ

　

の
た
び
民
主

　

党
が
、請
願
・

　

陳
情
は
、
す

　

べ
て
民
主
党

　

県
連
を
通
じ

　

て
行
う
と
い

　

う
「
憲
法
違

　

反
」
の
措
置

　

を
求
め
て
い

　

る
が
、
市
長

末
永
弘
之

　

は
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

答
弁
↓
政
権
政
党
の
改
革
趣
旨
も
尊
重
し
、
当

　

面
は
民
主
党
の
「
岡
山
地
域
要
望
サ
ポ
ー
ト

　

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
沿
っ
て
実
施
し
た
い

質
問
↓
少
数
意
見
な
ど
は
「
聞
く
耳
を
持
た
な

　

い
」と
い
う
や
り
方
で
あ
る
。
桑
山
政
治
も
、

　

そ
う
で
あ
る
か
ら
か
。
ど
う
も
、考
え
が「
い

　

び
つ
」
で
あ
る
。
自
ら
の
請
願
権
を
否
定
す

　

る
こ
と
に
な
る
。
民
主
党
に
「
抗
議
」
す
べ

　

き
で
あ
る
。

質
問
↓
ご
み
処
理
施
設
建
設
予
定
地
の
「
再
考

　

を
求
め
る
住
民
の
会
」
へ
の
説
得
は
ど
う
す

　

る
の
か
。
言
葉
だ
け
で
は
ダ
メ
だ
。

答
弁
↓
ご
理
解
を
い
た
だ
く
よ
う
に
話
し
合
い

　

を
し
て
い
き
た
い
。

質
問
↓
鳥
取
方

　

式
を
導
入
し

　

て
校
庭
や
グ

　

ラ
ウ
ン
ド
を

　

芝
生
化
し
て

　

は
。

答
弁
↓
鳥
取
方

　

式
は
コ
ス
ト

　

や
地
域
づ
く

　

り
、
温
暖
化

　

防
止
な
ど
良

　

い
面
も
多
い
。

　

一
方
で
管
理

森
岡
和
雄

　
　
　
　
　

新
風
会

　

コ
ス
ト
や
労
力
、
養
生
の
た
め
の
施
設
閉
鎖
、

　

ま
た
芝
生
化
を
歓
迎
し
な
い
利
用
団
体
が
あ

　

る
な
ど
課
題
も
認
識
し
て
い
る
。
地
域
の
理

　

解
や
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
要
望
な
ど
諸
条
件

　

が
整
っ
て
く
れ
ば
検
討
す
る
。

質
問
↓
来
年
、加
茂
で
風
車
（
風
力
発
電
施
設
）

　

建
設
が
始
ま
れ
ば
、
資
材
搬
入
路
と
し
て
一

　

日
五
百
〜
六
百
台
の
車
両
通
過
が
見
込
ま
れ

　

る
県
道
倉
見
・
斉
の
谷
線
の
改
良
要
望
は
。

答
弁
↓
県
は
加
茂
町
黒
木
地
内
の
要
望
箇
所
二

　

箇
所
に
つ
い
て
測
量
・
測
量
設
計
を
発
注
し

　

た
と
聞
い
て
い
る
。
今
後
は
早
期
の
事
業
推

　

進
に
向
け
、
県
に
協
力
し
て
い
く
。
地
域
の

　

要
望
を
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
引
き
続
き

　

努
力
す
る
。

日
本
共
産
党
津
山
市
議
団住民の会と津山圏域資源循環施設組合住民の会と津山圏域資源循環施設組合

管理者会との話し合い管理者会との話し合い

鶴山公園・備中櫓鶴山公園・備中櫓


